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Ⅰ はじめに
　給食を運営する上で、栄養管理や食事管理と並ん
で重要なのが食材料を管理し、より良い食材を適切
な価格で購入することである。
　本校の給食実習は、大量調理実習と校内実習があ
り、全校生徒分約 400 食の給食を調理し提供する実
習だけではなく、献立作成・発注・栄養出納表の作
成・かかった食材料費の算出までをトータルに学ん
でいる。
　そこで、本研究では 26 年度の本校給食実習にお
いて使用した生鮮野菜について市場取扱量や価格と
の関係性に注目し、どの食材が多く使用され適正に
購入されているか、どの食材が給食運営する上で適
しているかを検証した。
Ⅱ 方法
平成 26 年 4 月から平成 27 年 2 月までの間に校内
実習・大量調理実習 147 回の献立で使用した生鮮野
菜ごとの納品価格の合計を算出した。
全体の金額に占める割合をそれぞれの野菜ごとに
算出し、ABC 分析を用いてグループ分けを行なった。
75％までを A グループ、75 ～ 95％を B グループ、
95 ～ 100％を C グループとし、A グループに属する
野菜の中から上位 10 品目について、月ごとのそれ
ぞれの野菜の購入単価の平均や、東京市場での卸売
量、卸売価格を比較検証した。
Ⅲ 結果および考察
平成 26 年度に実施した給食実習 147 回の中で
使用した生鮮野菜は 72 品目あった。使った金額を
ABC 分析した結果、A グループに分類された野菜
は上位よりほうれん草・エリンギ・きゅうり・じゃ
がいも・赤パプリカ・人参・長ねぎ・れんこん・ご
ぼう・玉葱・小松菜・しめじ・生しいたけ・キャベ
ツ・レタス・ピーマン・トマト・えのき・かぼちゃ・
ミニトマト・サラダ菜・黄パプリカ・オクラ・大根・
サニーレタスの 25 品目となり、その中で上位 10 品
目について調査することとした。
さらにそれぞれの野菜について、月ごとに東京市
場の卸売数量と卸売価格・本校に八百屋から納品さ
れた時の価格 (kg) をそれぞれグラフにして比較検証
した。
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購入価格で全体を比べると、圧倒的に玉葱・人
参・じゃがいもが安値で推移しており、逆にエリン
ギ・パプリカ・ほうれん草は高値で推移している (
図 1)。玉葱・人参は卸売量が多く、卸売価格・購入
価格共に大きな波は見られず、年間を通して安定し
ていた ( 図 2・3)。じゃがいもは市場卸売量が少な
いのに対し価格が低く安定しているが、これは市場
に実際に出回るのはほんの一部であり、加工品や飼
料用に使われるものは市場に出回らず、たくさんの
収穫量があるので年間を通して安定した数字が出て
いると見られる ( 図 4)。
長ねぎは春から初夏に、きゅうりは冬に卸売量が
少なくなっている。それに伴い卸売価格・購入価格
共に上昇しているが、それでも他の野菜に比べると
玉葱や人参に次いで卸売量は多く、多少の変動はあ
るものの価格が低めで安定していた ( 図 5・6)。
これはハウス栽培などで成長をずらして生産さ
れているので年間を通して収穫しやすいためとみら
れる。
ほうれん草・エリンギ・パプリカ・れんこん・ご
ぼうは、前述にある比較的数字が安定していた野菜
に比べ卸売量が少なく価格も高くなっている ( 図 7・
8・9・10・11)。
中でもほうれん草とれんこんは卸売価格・購入価
格共に、月によって変動が大きくなっている。
ほうれん草に限らず、葉茎類は降雨や気温などの
気象変化の影響を受けやすいことから、長雨や台風
の影響で価格が大きく変動したと考えられる。
れんこんは他の野菜に比べて旬の影響が大きく、
旬から外れる春は、卸売量が少なく価格がかなり上
昇する傾向にある。本校では他の食材に比べて使
う回数は少なかったが年間を通して見ると 8 番目に
多くお金を使っている。これは価格が上がる時期に
使用量が多かったためと考えられる。
エリンギとパプリカは市場卸売価格の情報がな
いが、卸売量が少なく価格も高めで推移している。
ごぼうは安価とは言えないものの大きな価格変動が
ないことが分かった。
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図 11　ごぼう
　現在は栽培技術の向上により、旬と言われる時期
以外でも様々な野菜が入手できる。今回、野菜の価
格は旬や卸売量、天候などと密接に関係していると
予想していたが、今回の調査によって野菜によって
は必ずしもそうではないことが分かった。
　じゃがいも・人参・たまねぎは年間を通して卸売
量・価格共に安定しているので給食に適している食
材と言える。きゅうりと長ねぎも同様に、多少の変
動はあるものの使いやすい食材である。
　また、旬の時期であっても特に葉茎類は台風や長
雨・気温変化などに大きく左右されるとみられるの
で、注意が必要である。
　今回のれんこんの様に明らかに旬が影響し、卸売
量が大幅に減り、価格が上がる時期がわかる場合も
ある。このような食材については代わりになる野菜
を探すのはもちろんのこと、冷凍野菜などの下処理
済みされていて安定供給されるものに変更したり、
使用量を調整するなどの工夫が必要である。
Ⅳ まとめ
今回の調査で価格変動が少なく、年間を通し
て安定供給される野菜と、価格変動が大きく購
入時期を考える必要がある野菜があることを明
確にすることができた。
しかし、適している野菜ばかりの使用や安価
であるというだけで下処理済みの野菜ばかり使
用することは難しい。価格は日々変化するので、
その日の価格を見るだけでなく、月単位・年単
位での情報を収集し柔軟に対応することも大切
である。
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